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ムの作成環境はユーザーに公開されており、

配布もnebula上で自由に行える。つまり、

こうした新機能を実現するアプリケーショ

ンを開発するユーザーが増えるに従って、

nebulaでできることが広がっていくという

仕掛けだ。

インターネットが自由なネットワークだと言われる理由の1つは、新しいアプリ
ケーションを誰もが開発できる点だ。1993年に開発されたウェブブラウザー
「Mosaic」がインターネットを普及させたように、1つのアプリケーションが世
界を変えることもある。今回は、P2P型アプリケーションの可能性を広げる
nebulaを紹介しよう。

2000年 4DNetworks社設立。nebulaによるア

プリケーション配信サービスで東急電

鉄と提携。nebulaのクライアント用

ソフトウェア「JaLA」をリリース。

2001年 アプリケーション配信プラットフォー

ム「4D Pocket System」を開発。

インターネットで広く使われているウェ

ブやメールでは、パソコンはウェブサーバ

ーやメールサーバーのようにあらかじめ用

意されたサーバーとだけ通信を行う。これ

に対して、パソコンどうしが直接通信を行

う「P2P」（Peer to Peer）と呼ばれる形

の通信形態が注目を集めている。

現在、P2P型のソフトウェアとして多く

のユーザーを集めているのは、メッセージ

ングソフトとファイル交換型ソフトだ。メ

ッセージングソフトはパソコンどうしが直

接通信を行うため、インターネットに接続

された状態であれば、リアルタイムにメッ

セージがやりとりできる。また、こうした

ソフトウェアでは、メッセージだけでなく

パソコンのデータファイルもやりとりでき

Jiniを使ったP2Pアプリケーションのプラットフォーム

P2P型アプリケーションを

配信する「nebula」

4DNetworks社略歴

第6回

2 1 世 紀 の M o s a i c を 探 せ！

るようになっている。こうしたファイルの

やりとりをさらに拡大して、オンライン状

態のユーザーが公開しているファイルを検

索してダウンロードできるようにしたのが、

ナップスターやグヌーテラのようなファイ

ル交換型ソフトだ。

日本の4DNetworksが開発した「nebula」

も、こうしたP2P型のソフトウェアだ。

nebulaは一見しただけではメッセージング

ソフトと大差はない。しかし、nebulaが従

来のP2P型のソフトウェアと異なる点は、

機能の追加が容易に行える拡張性にある。

nebulaでは、新しい機能はnebulaの上で

動く追加プログラムの形で提供される。ユ

ーザーはこうした追加プログラムの中から、

たとえばファイル共有やネットワークゲー

ムといった新しい機能を選んで利用できる

ようになる。つまり、nebulaは新しいプロ

グラムを配布するプラットフォームでもあ

るわけだ。こうしたnebulaで動くプログラ

www.4dn.co.jp
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INTERNET magazine 2001/7 325Jini（ジニー）：サン・マイクロシステムズが開発した、Javaを利用した分散オブジェクト環境。個々のJavaプログラムがオブジェクトとしてお互いに通信し、全体として1つのアプリ
ケーションとして動作させることを目的としている。

nebulaでは、Javaアプレット（プログラ

ム）どうしがネットワークを経由して通信す

る「Jini」と呼ばれる技術をベースにしてアプ

リケーションの配信を実現している。実際に

nebulaで配信するアプリケーションは、Java

によって記述されたサーバーとクライアントの

2つのプログラムで構成される。クライアント

は、4DNetworksが提供する「4D Pocket

Service」と呼ばれるサービスに登録され、ほ

かのユーザーがこれをダウンロードする。この

クライアントにはサーバーのIPアドレスも記録

されているため、サーバーとクライアントが直

接通信できる。また、クライアントには有効

期間が設けられており、ユーザーは常に最新

版のクライアントを利用する仕組みになって

いるので、サーバー側のIPアドレスが変化す

るような状況でも問題なく通信が行える。ま

た、ユーザーに配布されるクライアントが常に

更新されるため、仕様やプロトコルの変更が

容易にできるのも、大きなメリットとなる。

P2P型のアプリケーション自身をP2Pによ

って配信する。プログラムはJavaで記述する

ため、ウィンドウズやマッキントッシュといっ

Jiniをベースにした

分散型アプリケーション

1nebulaのクライアントプログラム「JaLA」は、
4DNetworksのホームページ からダウンロードでき
る。JaLAを利用するにはJ2RE（Java2ランタイム）
が必要となるので、通常の場合はJ2REが含まれている
バージョンのものをダウンロードする。

www.4dn.co.jp

2ダウンロードしたファイルをダブルクリックすれば、
J2REとJaLAがインストールされる。インストールが終わ
るとJaLAが起動し、ログイン画面になる。ここで、一番
上の「新規登録」ボタンを押せば、オンラインでユーザー
登録が行える。

3JaLAのメッセージング機能の画面。こ
のほかにもユーザーが作成したアプリケー
ションを追加することで、チャットやオン
ラインゲームなどさまざまなP2Pアプリケ
ーションが利用できる。

対応OS：ウィンドウズ

95/98/NT/2000、Solaris、

Linux

必須ライブラリー：Java2ランタイム

（J2RE 1.3以降）

推奨環境：Pentium 200MHz以上、

メモリー64Mバイト以上

www.4dn.co.jp

DATA

nebulaを使ってみよう

たOSに依存せず、PDAや携帯電話などのパ

ソコン以外の機器にも容易に対応できる。こ

うした特徴を持つnebulaは、P2P型アプリ

ケーションの共通プラットフォームとなる可能

性を秘めた、日本発の要注目のアプリケーシ

ョンだ。

nebulaによるアプリケーションの例（将棋のオン
ライン対戦ゲーム）
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